
  

地域づくりｸﾞﾙｰﾌﾟ連携広域学習事業

～実践的手法から学ぼう～

これからの地域づくりの潮流・課題そして解決（しくみづくり）法

【講座Ｎｏ．７：山形会場】

　　・・・「資質と能力」「コーチング手法」　　 
　　　　　　「連携と協働の仕組みづくり」 ・・・

財団法人 山形県生涯学習文化財団
地域づくり協働ＷＳ（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ）実行委員会



  

資質と能力

 課題解決（ソリューション）力：詳細別紙資料参照

　　 ★課題解決プロセス（Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａ）構築能力

 プロジェクトマネジメント（事業遂行管理）力：詳細別紙資料参照

　　 ★アクションプラン策定能力（Ｑ品質・Ｃ費用・Ｄ期限）

　　 　　　 事業実行計画書（目標・現状・実現方法・担当・期限・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    期待される成果物）の作成

　　 　　　 作業工程表（作業項目と実現可能なスケジュール）の作成

　　 ★アクションプラン遂行管理能力

　　 　　　 Ｑ・Ｃ・Ｄの代替案（ｵﾌﾟｼｮﾝ）の策定とバランス管理



  

連携と協働の仕組みづくり（１）

■　地域づくにとっての「連携･協働」のメリットと効果
　  
　　★相乗効果
　　　　　　　　　　　　　　　いわゆる　　　　　　　　　　　　　関係の形成
     ★補完効果
　　
     ★ リソース（人材・資金・資材・時間）活用の可能性＆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自由度が広がる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から　　　　　　　　　　　　　　へ



  

連携と協働の仕組みづくり（２）

■  連携・協働の参考事例の紹介　
        ★本まなび講座（２市町村５団体連携広域学習事業）

　 ★地域異業種連携・協働事業創出 ： ＮＰＯ＋福祉事業＋農業

　 ★自動車ﾘｻｲｸﾙ法施行（2005）対応：
　　　　解体・ﾘｻｲｸﾙ業種の「ｸﾞﾙｰﾌﾟ結成＆経営改善による生残り」検討

   ★新事業創出：

      公共土木事業　　　　　バリアフリー 住宅分野事業

　　　　　　　　高齢化社会の家庭密着型諸サービス業（ﾊﾟｰﾄﾅｰとの連携）

　 ★産学官連携事業 ： ＣＢ創出支援事業（４年間）

　　　県＆村山総合支庁／ＮＰＯﾌﾟﾛﾈｯﾄ／山形大学地域共同研究ｾﾝﾀｰ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の連携・協働



  

実践ワークショップ

■ ＢＳ（ﾌﾞﾚｰﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞ）＆作成ﾗﾍﾞﾙからの目標展開

　作業結果の発表

■ 重み付け作業の実施

■ 今後の作業



  

地域づくりｸﾞﾙｰﾌﾟ連携広域学習事業≪閉講式≫

・・・次　第・・・

　★ 主催者あいさつ：

　　　財団法人山形県生涯学習文化財団／地域づくり協働WS実行委員会

　★ 受講者からのコメント：

　★ 終了証書交付：


